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な知識を求められる。このことは B to B マーケティング展開における、組織の変革を求め












は理論と実践の両軸で考えるべきであり、より広範囲で細部にいたるまで配慮を実証する    
具体的な実務事例が求められている。したがって各章にはその命題に従って、実証事例を
付記している。 
B to B における企業間の関係において従来は営業による財を中心に論じられることが多
かったが、現在では組織的な行為、すなわちサービスマーケティングの戦略にまで、領域













1. B to Bとビジネス・マーケティングと生産財マーケ
ティング、インダストリアル・マーケティング
2. B to Bとサービスマーケティング
3. B to BとABCマーケティング
4. 企業間の関係性マーケティング




1. B to Bマーケティングにおける価値と関係
性
2. トレード・マーケティングとB to Bマーケティング
3. トータルサプライ・チェーン戦略とB to Bマーケ
ティング
4. チャネル・スチワードシップとB to Bマーケティン
グ
5. バリュー・プロフィット・チェーンとB to Bマーケティ
ング
6. 営業との関係性とB to Bマーケティング





1. B to Bにマーケティングにおけるイノベーションと
価値
2. 製品のイノベーションとB to Bマーケティング
3. 関係性のおけるイノベーションとB to Bマーケティ
ング
4. イノベーションの類型と実行とB to Bマーケティン
グ
5. 新規事業開発モデル企業とB to Bマーケティング
（タカノ（株）の事例）





1. 企業に求められる環境への取り組みとB to B
マーケティング
2. マーケティング倫理とB to Bマーケティング
3. 環境問題と企業の関係性とB to Bマーケティング
小括
５、企業間の関係性モデルとB to Bマーケティング
1. オープン・システムとB to Bマーケティング
2. オープン・システムとB to B営業活動とトータル・サ
プライ・チェーンへの発展
3. オープン・システムとB to Bでのポジショニング








































は企業間の関係を 2 社間の関係として捉えているということである。 










































































































以上のB to B マーケティングの変遷を明らかにするために「NEC」の事例を取り上げる。
企業の B to B マーケティングの変遷の中核となる CRM 戦略による差別化と B to B の関係
性の構築を中心に事例を取り上げた。CRM 戦略を B to B マーケティングの中核としたか
については、以前の NEC は日本電信電話公社（現在の日本電信電話株式会社）との関係を
重視してきたが、その後の情報化の流れの中でパソコンの導入提案を展開して行った。2001

















システム MIP（Marketing Innovation Platform の略）の構築、そして分析・活用も進め




それはまさしく宇野の提唱した ABC マーケティングの展開と同義といえる、NEC の考
える B to B コミュニケーションの位置づけは、従来のマスメディアや自社での顧客同士の
サイト内のコミュニケーション、ソーシャルメディア（Social Networking Service SNS）、
日々の営業活動も含めて顧客接点の場をメディアと認識している点が面白い。 
ビフォーサービスと B to B コミュニケーションはどうなっているのだろうか。先ほど見










改めてアフターサービスと B to B コミュニケーションについて NEC フィールディング
株式会社の事例を取り上げた。この会社は一般的にはあまり知られていないが、主な業務
は NEC が納入を行ったビックネーム（例えば全国規模の銀行や大手流通業など NEC のア
カウント営業が対応する企業）を除いた企業に対して NEC と連動した営業活動、すなわち
アフターサービスを行う会社である。その対象企業は 30 万社、512 万システムのアフター
























できないということを意味していた。そのような活動が、2012 年 8 月 16 日の「日経コン
ピュータ」での第 17 回顧客満足度調査のシステム運用関連サービスの情報サービス会社で
は 2位、2011 年 10 月 5 日に発表された株式会社 J.D. パワー アジア・パシフィックの 2011 
  
 
年 日本 IT 機器保守サービス顧客満足度調査＜サーバー機編＞では 3 位となる評価を
受ける。それらの内容の分析や自社での顧客満足に関する独自調査を経てアフターサービス
の見直しを常に行い、顧客満足を引き出している。 
NEC の事例から分かることは、B to B において財として無形性に近いものは CRM の重















































シェス&（Jagdish N. sheth）は満足から価値の提供へと進化すべきだとしている。 
関係性をより発展的に捉えたものとしてはゴードン（Gordon）が挙げられる。彼は顧客
の顧客（Customer’s customer）の重要性xixを指摘している。そして 2 社間を超えた関連を



























































































                                                   
1 企業改革のために既存の組織やビジネスルールを抜本的に見直し、プロセスの視点で職務、
業務フロー、管理機構、情報システムを再設計（リエンジニアリング）するという経営コ











渡辺は 6 種類の類型に分けて説明しているが、詳細は本文を参照願いたい。 
イノベーションの概念としては今までの指摘はわかるのだが、なぜ成功したのかという















そこで、新規事業開発モデル企業の B to B マーケティング事例として、多くの新規事業を
立ち上げ成功させたタカノ株式会社（以下、タカノ）を取り上げた。会社の概要だが、本
社は長野県上伊那郡にあり、社員数は 459 名（2012 年 3 月 31 日現在）と比較的小さいが、








                                                   































































































ているのである。マーケティング倫理と B to B マーケティングという観点から、水尾はマ
ーケティングでの倫理の問題を指摘している。それは現在の企業のあり方、すなわち CSR



















































                                                   
32012 年 10 月 25 日に凸版印刷株式会社で行われた講演を中心としている。 
 
4詳しくは環境省・経済産業省が 2013 年 3 月に発行した「サプライ・チェーンを通じ
た温室効果ガス排出量算定に関する基本ガイドライン Ver2.0」 





















































立つことが理解できる。そして、社会との関わりは B to B マーケティングの実務領域の円
滑な活動を保証するものとして位置づけられる必要事項と言えよう。 
 













給者対受容者といった特定少数間の 2 者間関係×N という状況を前提としているのに対し
て、インタラクティブ・コミュニケーション・モデルは、企業や製品ブランドと生活者と



















































































































































































































これもある意味で余田が指摘している、インテルなどにおける B to B マーケティングにお
けるブランドの梃子としての役割とほぼ同じ役割であることが分かる。だが、このように
世界的な潮流としてコミュニケーションが認識されていることが重要である。 




世代ものづくり - 2020 年に向けた日本の製造業復活戦略-」 という講演会がおこなわれた。




























 これらの事象は B to B マーケティングにおける関係性は第 4 章で示した社会との関係性





























































































































































出所：Sergio Biggemann “ Understanding and modeling the Dynamics of business-to-business relationships “
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との BtoB 関係性の確立をこの視点から論じていることが評価できる。 
 

















































































オープンマネジメント体系を確立する、の 3 点にあると結論づけている。 
















                                                                                                                                                     
で評価した。 
 
                                
 
